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と
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報
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.400

道
の
駅
お
お
と
う
桜
街
道

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
期
間

現
在
点
灯
中
・
令
和
７
年
１
月
末
ま
で
（
予
定
）

17
時
30
分
～
22
時
30
分
ま
で



過疎地域の持続的発展を実現し、
地域の宝を地域の力で次代へつなぐ
　令和６年10月８日、総務省（東京都）で福岡県過疎地域振興協議会が国への要望活動を行
いました。福岡県過疎地域振興協議会の会長を務める服部誠太郎福岡県知事の代理として、副
会長の永原譲二町長が出席し「過疎地域自立促進対策の充実強化等に関する要望書」を総務
省に提出しました。今回のこちら町長室では、過疎地域の現状や要望書の内容、大任町の過疎
対策事業についてご紹介します。

こちら町長室×過疎地域自立促進対策

永
原
永
原  

譲
二
譲
二

福
岡
県
過
疎
地
域
振
興
協
議
会

福
岡
県
過
疎
地
域
振
興
協
議
会  

副
会
長

副
会
長

原原    

邦
彰
邦
彰

総
務
省

総
務
省  

総
務
審
議
官

総
務
審
議
官

　
住
民
基
本
台
帳
に
基
づ
く
国
内
の
人

口
は
、
約
１
億
２
，
４
８
９
万
人
と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
内
、
過
疎
地
域
の
人
口

は
約
10
％
程
度
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
市
町
村
数
に
お
い
て
も
全
国
１
，

７
１
８
市
町
村
あ
る
内
の
半
数
近
く
が

過
疎
地
域
と
な
っ
て
お
り
、
面
積
で
は

国
土
の
約
６
割
を
占
め
て
い
る
状
況
で

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
過
疎

地
域
に
お
い
て
は
、
今
ま
で
以
上
に
地

域
の
持
続
的
発
展
に
向
け
た
対
応
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
福
岡
県
で
も
、
60
市
町
村
の
う
ち
24

市
町
村（
経
過
措
置
が
適
用
さ
れ
る
特

定
市
町
村
を
含
む
）が
過
疎
地
域
に
指

定
さ
れ
て
お
り
、
指
定
さ
れ
た
市
町
村

は
、
過
疎
対
策
事
業
債
の
発
行
が
認
め

ら
れ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ「
過
疎
地
域

持
続
的
発
展
計
画
」を
策
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
計
画
は
、
過
疎
地
域
の
持
続

的
発
展
を
図
り
な
が
ら
、
個
性
豊
か
な

地
域
づ
く
り
を
計
画
的
に
推
進
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。

　
大
任
町
に
お
い
て
も
、
総
合
的
か
つ

計
画
的
に
施
策
・
事
業
を
推
進
し
、
さ

ら
な
る
町
の
持
続
的
発
展
を
図
る
た

め
、
令
和
３
年
９
月
に「
大
任
町
過
疎

地
域
持
続
的
発
展
計
画（
計
画
期
間 

令

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
に
　
　 

       

国
の
支
援
は
欠
か
せ
な
い

和
３
年
度
～
令
和
７
年
度
）」（
過
疎
計

画
）を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
大
任
町
で
は
過
疎
計
画
に
基

づ
き
、
産
業
や
教
育
の
振
興
、
子
育
て

支
援
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い

て
、
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
道
の
駅
お
お
と
う
桜
街
道
に

お
い
て
は
、
今
年
で
オ
ー
プ
ン
か
ら
14

年
目
を
迎
え
、
今
で
は
県
内
外
か
ら
年

間
約
１
２
０
万
人
が
訪
れ
る
な
ど
、
交

流
人
口
は
め
ざ
ま
し
く
増
え
て
い
る
状

況
で
す
。
今
冬
に
は
、
新
た
に
約
１
８
，

０
０
０
㎡
の
広
大
な
敷
地
面
積
を
誇
る

新
し
い
子
ど
も
広
場
も
完
成
す
る
予
定

で
あ
り
、
さ
ら
な
る
交
流
人
口
の
拡
大

が
期
待
で
き
ま
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
令
和
２
年
国
勢
調
査

の
結
果
に
も
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
過

疎
地
域
に
は
以
前
と
し
て
、
人
口
減
少

及
び
少
子
高
齢
化
、
若
年
層
の
流
出
、

地
域
活
力
の
低
下
な
ど
解
決
す
べ
き
課

題
が
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題

を
踏
ま
え
た
上
で
、
10
月
８
日
に
永
原

町
長
は
福
岡
県
の
過
疎
地
域
を
代
表
し

て「
過
疎
地
域
自
立
促
進
対
策
の
充
実

強
化
等
に
関
す
る
要
望
書
」を
総
務
省

に
提
出
し
ま
し
た
。

　

主
な
要
望
内
容
は「
過
疎
地
域
に
お

け
る
地
域
社
会
や
地
域
住
民
の
生
命
、

生
活
の
維
持
に
必
要
な
財
源
が
確
保
さ

れ
る
よ
う
、
地
方
交
付
税
の
財
源
保
障・

財
源
調
整
機
能
を
堅
持
し
、
充
実
を
図

る
こ
と
」「
地
方
に
お
い
て
産
業
振
興

や
移
住
・
定
住
施
策
等
を
さ
ら
に
推
進

す
る
た
め
、
地
方
交
付
税
措
置
や
地
方

創
生
に
係
る
交
付
金
の
充
実
を
図
る
な

ど
、
総
合
的
な
財
政
支
援
を
拡
充
・
強

化
す
る
こ
と
」「
住
民
の
生
活
交
通
を
確

保
す
る
た
め
、
所
要
の
財
源
の
確
保
並

び
に
地
域
の
実
情
に
配
慮
し
て
、
さ
ら

な
る
施
策
の
拡
充
を
図
る
こ
と
」な
ど

を
含
め
た
10
項
目
で
す
。

　
過
疎
対
策
事
業
債
は
、
過
疎
地
域
に

指
定
さ
れ
た
市
町
村
が
、
そ
れ
ぞ
れ
過

疎
計
画
で
定
め
た
事
業
を
行
う
た
め
の

財
源
と
し
て
特
別
に
発
行
が
認
め
ら
れ

た
地
方
債（
借
金
）の
こ
と
で
す
。
地
方

債
な
ど
の
借
入
金
に
係
る
元
利
償
還
金

（
返
済
金
）の
７
割
を
普
通
交
付
税
と
し

て
国
か
ら
交
付
を
受
け
る
た
め
、
結
果

と
し
て
町
の
実
質
的
な
負
担
は
３
割
に

な
る
な
ど
、
他
の
地
方
債
と
比
べ
て
、

非
常
に
有
利
な
起
債
で
あ
り
、
本
町
の

各
施
策
・
事
業
の
実
施
に
必
要
不
可
欠

な
財
源
で
す
。

　
大
任
町
で
も
過
疎
対
策
事
業
債
を
効

過
疎
対
策
事
業
債
を

　
　
　
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

▲西川亨総務省財務調査官（写真左）に対し、要望書を提出 ▲野本祐二総務省財務調査課長（写真左）に対し、要望書を提出

果
的
に
活
用
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

役
立
て
て
い
く
と
と
も
に
、
夢
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
、
誰
も
が
安
心
し
て
住
め

る
町
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、
引
き
続

き
、
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

①  

道
の
駅
お
お
と
う
桜
街
道
建
設

②  

お
お
と
う
桜
街
道
花
公
園
整
備

③  

道
路
新
設
及
び
改
良
（
大
任
中
央

線
・
東
部
縦
幹
２
号
線
な
ど
）

④   

橋
り
ょ
う
改
修

⑤ 

し
尿
処
理
・
じ
ん
芥
処
理
・
埋
立

処
分
施
設
建
設

⑥  

小
中
学
校
体
育
館
改
修

⑦  

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設

⑧  

上
屋
付
多
目
的
広
場
建
設

⑨  

今
任
町
民
会
館
建
設

⑩  

教
育
環
境
整
備
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整

備
な
ど
）

⑪  

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
整
備

⑫  

義
務
教
育
学
校
整
備

⑬ 

道
の
駅
お
お
と
う
桜
街
道
新
子
ど
も

広
場
建
設

⑭  

花
い
っ
ぱ
い
運
動

⑮  

出
産
祝
金

⑯  

ラ
ン
ド
セ
ル
支
給

過疎対策事業債を活用した主な取り組み（一部抜粋）
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町民の皆さまの誕生日を町として祝い、明るく健やかな人生を送ってい
ただきたいという願いを込めまして、町内にお住いの方を対象にお誕
生日ケーキをお届けしております。

１０月は２５８名の方にケーキをお届けしました１０月は２５８名の方にケーキをお届けしました

さん
小林

さん
峰

さん
道善

さん
玉川

さん
皿山

さん
島台

さん
幸神町

さん
池本

さん
玉川

さん
島台

さん
秋永

さん
つばき団地

さん
成光

さん
道善

さん
西白土

さん
小林

さん
島台

さん
日豊

さん
島台

さん
柿原町住

さん
道善

さん
柿原

さん
皿山

さん
皿山

さん
向田

さん
小林

さん
幸神町

さん
柿原

さん
峰

さん
玉川

さん
富士見ヶ丘

さん
富士見ヶ丘

さん
上今任

浦野遥陽さん
道善

さん
熊本

さん
皿山

※アレルギー等でケーキを食べられない方はご相談ください
問総務企画財政課 企画財政係　☎63・3000

お誕生日ケーキの贈呈をお誕生日ケーキの贈呈を
ご希望の方はこちらをご覧くださいご希望の方はこちらをご覧ください

◀
大
任
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

さん
柿原

令和７年１月からは、こちらのケーキを
贈呈します。
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10
月
27
日
、
水
辺
公
園
で
第
38
回
し
じ
み

祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
祭
り
は
、

し
じ
み
一
個
が
コ
ッ
プ
一
杯
の
水
を
浄
化
す
る

作
用
に
ち
な
ん
で
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

を
図
る
た
め
、
大
任
町
商
工
会
青
年
部
・
女

性
部
が
昭
和
62
年
か
ら
彦
山
川
の
恒
例
行
事

と
し
て
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

会
場
と
な
っ
た
水
辺
公
園
に
は
、
商
工
会

女
性
部
に
よ
る「
無
料
の
し
じ
み
汁
」や
「
し

じ
み
の
詰
め
放
題
」
な
ど
た
く
さ
ん
の
出
店

が
並
び
ま
し
た
。

　
特
設
ス
テ
ー
ジ
前
で
は
、
今
任
小
学
校
の

児
童
に
よ
る
今
任
太
鼓
や
大
任
中
学
校
吹
奏

楽
部
に
よ
る
生
演
奏
の
披
露
。
ま
た
、
豪
華

景
品
獲
得
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
、
ラ
ム
ネ
の

早
飲
み
大
会
や
大
縄
跳
び
大
会
、
抽
選
会
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
多
く
の
人
が
参
加
し
、

秋
の
祭
り
を
存
分
に
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

今年で38回目を迎えた、水辺公園を彩る秋の祭典しじみ
祭り。この祭りの恒例となったラムネ早飲み大会やわくわ
く抽選会などでは、大人や子どもの笑顔があふれました。

水辺の祭典
第 38 回しじみ祭り

クリスマスクリスマス
コンサートコンサート

道の駅おおとう桜街道道の駅おおとう桜街道
クリスマス特別企画クリスマス特別企画

1212
2222 日日

マリンバスケルツォ

あかたろ

2024.12.22 ㈰2024.12.22 ㈰
第１部 11 時～第１部 11 時～
第２部 13 時～第２部 13 時～
会場：道の駅おおとう桜街道会場：道の駅おおとう桜街道
　　　もみじ館 エントランスホール　　　もみじ館 エントランスホール

今年もサンタがやってくる

①②

④

③

⑤

⑥⑦⑧

①＿開式の言葉を述べる商工会青年部長
﨑野正輝さん　②＿開会式で挨拶をする
永原譲二町長　③＿今任太鼓 和太鼓演奏
④＿大任町消防団による記念放水　⑤＿
大任中学校 吹奏楽部による演奏　⑥⑦⑧
＿消防・自衛隊・警察車両の試乗体験を
する子どもたち　⑨＿ Dance Office によ
るヒップホップダンスの披露　⑩＿７人１
組で心を一つに大縄飛び大会　⑪＿商工
会女性部によるしじみ汁の無料配布　⑫
大人気しじみの詰め放題　⑬＿豪華景品
が当たるわくわく抽選会　⑭＿イベントの
最後は恒例のもち投げを実施

⑭

⑨⑩

⑪⑫⑬

KUMITAKA



　

11
月
３
日
、
４
日
の
２
日
間
、

大
任
町
文
化
連
盟
主
催
の
総
合
文

化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
文
化
祭
で
は
、
和
太
鼓
演

奏
や
踊
り
な
ど
を
発
表
す
る
芸
能

発
表
と
、
表
装
や
盆
栽
、
工
芸
品

な
ど
を
発
表
す
る
作
品
展
示
が
行

わ
れ
、
日
ご
ろ
か
ら
の
文
化
活
動

の
成
果
を
惜
し
み
な
く
披
露
し
ま

し
た
。

　
芸
能
発
表
の
会
場
と
な
っ
た
レ

イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
で
は
、
た
く
さ

ん
の
観
客
の
前
で
、
町
内
の
保
育

園
に
通
う
園
児
た
ち
の
踊
り
で
開

演
。
そ
の
後
、
今
任
小
の
児
童
た

ち
に
よ
る
和
太
鼓
演
奏
や
、
大
任

小
の
児
童
た
ち
に
よ
る
ダ
ン
ス
、

大
任
中
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
、

お
ど
り
愛
好
会
に
よ
る
創
舞
な
ど

30
演
目
を
発
表
。
会
場
に
詰
め
か

け
た
観
客
か
ら
は
多
く
の
拍
手
が

送
ら
れ
ま
し
た
。

　
作
品
展
示
会
場
と
な
っ
た
Ｂ
＆

Ｇ
体
育
館
で
は
「
書
道
」「
絵
て
が

み
」「
生
花
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
作

品
が
た
く
さ
ん
展
示
さ
れ
、
期
間

限
定
の
美
術
館
に
早
変
わ
り
。
観

賞
に
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
足
を
止

め
、
作
品
を
前
に
意
見
交
換
や
驚

き
の
声
が
出
て
い
ま
し
た
。

　
１
年
間
を
通
じ
て
練
習
や
制
作

さ
れ
た
芸
能
や
作
品
。
今
年
も
見

事
な
輝
き
で
、
訪
れ
た
人
を
楽
し

ま
せ
た
２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

第第4444回大任町総合回大任町総合文化祭文化祭
　今年で44回目を迎えた総合文化祭。ステージでは「ダンス」「和太鼓」
「吹奏楽」「舞踊」など、美の追求者たちが技を披露。作品展示会場で
は「手芸」「水墨画」「書道」「盆栽」など、見る人を魅了する感性豊かな
作品が数多く並べられました。

文化祭の様子を掲載した写真は、芸能発表、作品展示の中から一部を掲載しています。
紙面の都合上、すべてを掲載することができません。ご了承ください。

安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
田
川
を
目
指
す

田
川
地
区
暴
力
団
等
追
放
総
決
起
大
会

　11月15日、糸田アリーナで田川地区暴力団
等追放総決起大会が行われました。この大会は、
田川地区の市町村、警察、防犯協会などが集結し、
暴力追放の機運を高め、地域防犯活動の一層の
強化を図ることを目的としています。大会の最
後には、参加者全員で声を合わせ暴力団追放シュ
プレヒコールを行いました。

▼力強くこぶしを掲げ、シュプレヒコールを行う参加者たち

防
火
・
防
災
意
識
の
向
上
に
向
け
て

田
川
地
区
消
防
本
部
防
災
作
品
表
彰
式

　11月６日、田川地区消防本部で防災作品表彰式
が行われました。田川地区の小・中学生を対象に作
品が募集され、大任町からは11名が入賞し、ポスター
の部で金賞を受賞した三

み
村
むら

結
ゆ

衣
い

さん（大任中１年）
と、書道の部で金賞を受賞した佐

さ さ き
々木城

じょう
さん（大任

中３年）が表彰式へ参加しました。受賞した生徒に
感想を聞くと「作品を見て、少しでも防火・防災の
啓発につながれば嬉しいです」と話してくれました。

▼金賞を受賞した三村さん（左）と佐々木さん（右） 地
域
住
民
の
声
に
耳
を
傾
け
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
む

永
原
町
長
が
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
健
康
運
動
教
室
を
視
察

　11月６日、町の介護予防事業として島台隣保
館で実施しているトランポリン健康運動教室を
永原町長が視察しました。
　永原町長は、参加者がトランポリンを使って
楽しく運動しているところを見て、インストラク
ターや参加者に労いの言葉をかけました。
　また、健康教室の実施について問題点がない
か、インストラクターや参加者に意見を聞いた
ところ、トランポリン器具の保管場所の出入り
口が狭く、そのまま保管できないため、毎回運
動の実施前後に器具の分解・組み立て作業が必
要であり、参加者たちの大きな負担となってい
ることが分かりました。
　その意見を聞いた永原町長は、早急な課題改
善を図るため、島台隣保館の一部を改修し、健
康教室がよりスムーズに実施できるような環境
作りを行うことを決定しました。

▼トランポリン健康運動教室の参加者全員で記念撮影

まちの話題問 総務企画財政課 広報係　☎ 63・3000

田
川
の
伝
統
を
誇
る「
炭
坑
節
」を
披
露

Ｔ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
コ
ー
ル
マ
イ
ン
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
炭
坑
節
ま
つ
り

　11月２・３日、田川市石炭記念公園で第16回
TAGAWAコールマイン・フェスティバルが行わ
れました。このイベントの最後に行われる炭坑節
総踊りに、大任町にゆかりのあるメンバーを中心
に構成された約50名の「大任町炭坑節踊り隊」
が出場。会場に集まった参加者たちと一緒に炭坑
節を踊り、イベントを盛り上げました。

▼大任町の法被を着て「炭坑節」を披露しました 進
む
高
齢
化
、
課
せ
ら
れ
た
使
命

全
国
介
護
保
険
広
域
化
推
進
会
議
総
会

　10月22日、全国町村会館（東京都）で行われた
全国介護保険広域化推進会議総会に、福岡県介
護保険広域連合長を務める永原譲二町長が福岡
県を代表して出席しました。総会終了後には、介
護保険制度の円滑な運営や介護保険財政の安定
化などを記載した「全国介護保険広域化推進会議
総会決議要望書」を厚生労働省に提出しました。

▼黒田秀郎厚生労働省老健局長（右から２番目）に要望書を提出

▼参加者たちと意見交換を行う永原町長
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大任町公民館　　　☎63・2242

レインボーホール・レインボー図書室
☎63・4832

ふるさと館おおとう・サボテンハウス
☎41・2055

し尿・じん芥処理施設建設室　☎63・2254

今任町民会館 ☎63・2506
島台隣保館 ☎63・2243

大任町社会福祉協議会 ☎63・4828
サテライトオフィスおおとう ☎63・3000

税務課 ☎63・3002

福祉課（福祉全般・後期高齢
者保険・国民健康保険・国民
年金） ☎63・3004

水道課 ☎63・3293

ホームページ
https://www.town.oto.fukuoka.jp/

大任町役場
☎63・3000

お し ら せ
広 場
くらしに役立つ
情報をお届けします

住民課（戸籍・衛生）☎63・3003

総務企画財政課 ☎63・3000

事業課・産業経済課 ☎63・3001

教育課（学校教育・社会教育）
☎63・3110

B&G海洋センター      ☎63・3110

　

町
で
は
、
令
和
７
年
４
月
か
ら
の
保

育
所
入
所
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
対
象
児
童　

保
護
者
が
就
労
や
病
気

な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
日
中
家
庭
で
保

育
が
で
き
な
い
児
童

※
現
在
通
所
中
で
、
継
続
し
て
入
所
を

希
望
す
る
方
も
手
続
き
が
必
要
で
す

■
新
規
申
請
に
必
要
な
も
の　

①
教
育
・
保
育
給
付
認
定
申
請
書
兼

利
用
申
込
書 

②
就
労
証
明
書
ま
た
は

保
育
を
必
要
と
す
る
申
告
書（
就
労
以

外
） 

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
届
出
書 

④
世
帯

全
員
分
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

■
継
続
申
請
に
必
要
な
も
の　

①
教
育
・
保
育
給
付
認
定
現
況
届
兼
利

用
申
込
書 

②
就
労
証
明
書
ま
た
は
保
育

を
必
要
と
す
る
申
告
書（
就
労
以
外
）

■
受
付
期
間　

　
令
和
７
年
１
月
６
日
㈪
～
17
日
㈮ 

９

時
～
17
時

■
受
付
場
所　

福
祉
課 

福
祉
係

※
12
月
９
日
㈪
よ
り
、
申
請
書
を
福
祉

令
和
７
年
度
保
育
所
入
園
児
募
集

要
と
な
り
ま
す
。

　

申
請
後
に
「
承
認
通
知
書
」
が
届
い

た
場
合
の
承
認
期
間
は
、
申
請
年
度
の

3
月
末
ま
で
で
す
。

　
「
却
下
通
知
書
」
が
届
い
た
場
合
は
、

保
険
料
を
納
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
注
意
事
項

　

保
険
料
を
納
め
て
い
な
か
っ
た
り
、

学
生
納
付
特
例
の
申
請
が
遅
れ
る
と
、

不
慮
の
事
故
や
病
気
に
よ
る
障
が
い
が

残
っ
た
と
き
に
、
障
害
基
礎
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

・
10
年
以
内
で
あ
れ
ば

  

追
納
も
可
能

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
期

間
が
あ
る
と
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し

た
と
き
に
比
べ
、
将
来
受
け
取
る
老
齢

基
礎
年
金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
承

認
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
は
、
10
年

以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る

こ
と
（
追
納
）
が
で
き
ま
す
。

・
保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

  

学
生
納
付
特
例
制
度
と
は

　

日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
方
は
、

20
歳
に
な
っ
た
時
か
ら
、
国
民
年
金
の

被
保
険
者
と
な
り
、
保
険
料
の
納
付
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
学
生
に

は
、
申
請
に
よ
り
在
学
中
の
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例

制
度
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
対
象
に
な
る
方

　
大
学（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等

学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
な

ど
、学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
学
校（
修

業
年
限
が
１
年
以
上
の
課
程
）に
在
学

す
る
学
生
な
ど
で
、
本
人
の
前
年
所
得

が
下
記
の
計
算
式
で
計
算
し
た
基
準
額

以
下
で
あ
る
人
が
対
象
で
す
。

・
申
請
の
流
れ

　
申
請
書
は
、
役
場
福
祉
課
国
民
年
金

窓
口
や
年
金
事
務
所
、
日
本
年
金
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で
き
ま
す
。

　
申
請
書
の
提
出
先
は
、
住
民
票
を
登

録
し
て
い
る
役
場
や
役
所
の
国
民
年
金

窓
口
で
す
。

　

申
請
の
際
に
は
、
学
生
証
な
ど
の
学

生
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
が
必

〈前年の所得基準額〉　128 万円＋（扶養親族などの数× 38 万円）＋社会保険料控除等

20
歳
以
上
の
学
生
の
方
へ

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
学
生
納
付
特
例
制
度

６

問い
合わせ

国
民
年
金
だ
よ
り

◉
福
祉
課 

国
保
年
金
係 

☎
63
・
３
０
０
４

◉
直
方
年
金
事
務
所

☎
０
９
４
９
・
22
・
０
８
９
１

課
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
大
任

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
様
式
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す

問
福
祉
課 

福
祉
係　
☎
63
・
３
０
０
4

　

起
業
を
考
え
て
い
る
け
れ
ど
、
ど
の

よ
う
な
事
業
や
法
人
の
形
態
を
選
べ
ば

い
い
の
か
分
か
ら
な
い
な
ど
の
理
由
で
、

あ
と
一
歩
を
踏
み
出
せ
な
い
方
へ
の
一
助

と
な
る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

■
と
き　

令
和
７
年
１
月
15
日
㈬　

13

時
30
分
～
17
時

■
と
こ
ろ　

福
岡
県
中
小
企
業
振
興
セ

ン
タ
ー 

２
０
２
会
議
室
（
福
岡
市
）

■
対
象
者　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
方

■
申
込
期
間　

12
月
２
日
㈪
～
定
員
上

限
ま
で
（
申
込
は
電
話
連
絡
に
て
）

■
定
員　

70
名
（
要
事
前
申
込
）

■
内
容　

創
業
計
画
・
資
金
計
画
な
ど

問
福
岡
県
生
涯
現
役
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ン

タ
ー 

事
務
局　

☎
０
９
２
・
４
３
２
・
２
５
１
２

シ
ニ
ア
の
た
め
の
起
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　例年３月下旬ごろに開催し、町内外から多
数の方にご参加いただいていた「花としじみ
の里おおとうマラソン」ですが、令和７年に
ついては、開催中止とすることを実行委員会
において決定いたしました。大会を心待ちに
されていた皆さまには誠に残念な報告となり
ますことを心からお詫び申し上げます。
問おおとうマラソン事務局   ☎63・3000

　第35回花としじみの里おおとうマラソン開催中止について
Information

　役場福祉課 後期高齢者医療係からのお知らせ
　令和７年１月８日水、後期高齢者医療システムネットワー
ク機器の入れ替え作業に伴い、資格確認書（被保険者証）な
どの発行業務ができなくなります。保険料の納付に関するこ
とのみ対応が可能です。同日の午後からは通常どおりとなり
ます。皆さまのご理解とご協力をお願いします。
■システム作業日　令和７年１月８日水　８時30分～ 12時
まで
問福祉課 国保年金係　☎63・3004

　

自
衛
官
採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。

●
高
等
工
科
学
校
生
徒

○
筆
記
試
験

■
と
き　

令
和
７
年
１
月
25
日
㈯
～
26

日
㈰
（
内
１
日
）

■
申
込
期
限　

令
和
７
年
１
月
16
日
㈭

ま
で

■
受
験
資
格　

日
本
国
籍
を
有
す
る
15

歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子

●
第
５
回
自
衛
官
候
補
生

○
筆
記
試
験
・
適
性
試
験

■
と
き　

令
和
７
年
１
月
13
日
㈪
～
15

日
㈬
（
内
１
日
）

○
口
述
試
験
・
身
体
検
査

■
と
き　

令
和
７
年
１
月
19
日
㈰
～
21

日
㈫
（
内
１
日
）

■
申
込
期
限　
１
月
８
日
㈬
ま
で

■
受
験
資
格　

日
本
国
籍
を
有
す
る
18

自
衛
官
採
用
試
験
案
内

歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

問
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部 

飯
塚
地

域
事
務
所

☎
０
９
４
８
・
22
・
４
８
４
７

年
末
年
始
は
、
保
健
衛
生
業
務
が
特
別
業
務
ま
た
は

休
業
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

年
末
年
始
の
お
知
ら
せ

問
住
民
課 

衛
生
係　

☎
63
・
３
０
０
３

　

年
内
は
、
12
月
27
日
㈮
ま
で
通
常

業
務
を
行
い
ま
す
。
令
和
７
年
は
１

月
６
日
㈪
か
ら
通
常
業
務
に
な
り
ま

す
。
個
人
で
じ
ん
芥
処
理
セ
ン
タ
ー

ま
で
ゴ
ミ
を
持
っ
て
行
く
場
合
は
、

役
場
で
許
可
を
も
ら
っ
て
12
月
27
日

㈮
の
16
時
ま
で
に
搬
入
を
し
て
く
だ

さ
い
。

問
田
川
郡
東
部
じ
ん
芥
処
理
セ
ン
タ
ー

☎
82
・
２
７
９
０

ゴ
ミ
収
集

　

12
月
28
日
㈯
か
ら
令
和
７
年
１
月
５

日
㈰
の
救
急
時
の
み
利
用
で
き
ま
す
。

▼
午
前
の
受
付
時
間　

９
時
～
11
時

　
30
分（
内
科
・
小
児
科
・
外
科
）

▼
午
後
の
受
付
時
間　

13
時
～
16
時

　
30
分（
内
科
・
小
児
科
・
外
科
）

▼
夜
の
受
付
時
間　

18
時
～
22
時
30

　
分（
内
科
・
小
児
科
）

　

12
月
28
日
㈯
と
令
和
７
年
１
月
４

日
㈯
は
、
内
科
・
小
児
科
の
み
の
診
療

（
18
時
～
22
時
30
分
）

と
な
り
ま
す
。

※
受
診
の
際
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
お
持
ち
の
方
も
、
資
格
確
認
書
ま

た
は
保
険
証
（
そ
の
他
医
療
証
な
ど
）

を
一
緒
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い

問
田
川
地
区
急
患
セ
ン
タ
ー

☎
45
・
７
１
９
９

田
川
地
区
急
患
セ
ン
タ
ー

　

12
月
29
日
㈰
12
時
ま
で
通
常
業
務

を
行
い
ま
す
。
12
月
20
日
㈮
ま
で
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

収
集
日
は
指
定
で
き
ま
せ
ん
。
令
和

７
年
は
１
月
４
日
㈯
か
ら
通
常
業
務

と
な
り
ま
す
。

問
大
任
環
境
衛
生
☎
63
・
３
２
１
７

問
松
村
産
業　
　

 

☎
63
・
３
６
５
０

し
尿
く
み
取
り

　

１
月
１
日
㈬
は
休
業
し
ま
す
。

問
田
川
地
区
斎
場
組
合

☎
42
・
８
０
０
２

田
川
地
区
斎
場

　農林水産省では、全国一斉に農林業の国
勢調査といわれる「2025 年農林業センサス」
を実施します。この調査は、今後の農林業の
政策に役立てるために５年ごとに実施される
極めて大切な調査です。
　12 月中旬から調査員が農林業関係者の
方々を訪問して、調査票に農林業の経営状況
などの記入をお願いし
ますので、調査へのご
協力をお願いします。
※調査票に記入された
事項については、統計
以外の目的には使用さ
れませんので、ご協力をお願いします
■調査期間　
●農林業経営体調査
12 月中旬～令和７年２月末　
●農山村地域調査（市区町村調査）
令和７年１月中旬～令和７年２月末
■調査対象者
すべての農林業関係者
問農林水産省 大臣官房統計部 経営・構造
統計課センサス統計室
☎03・3502・5648（農林業経営体調査）
☎03・6744・2256（農山村地域調査）

「2025 年農林業センサス」に
ご協力をお願いします

　
郵
便
局
で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
画
面
上
の
講

師
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ス
マ
ホ
教
室
が

開
催
さ
れ
ま
す

■
実
施
期
間　

令
和
７
年
１
月
ま
で（
平

日 

10
時
～
17
時
）

■
実
施
方
法　

郵
便
局
に
備
付
け
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
用
し
た
オ
ン
ラ
イ

ン
講
座
（
１
講
座
60
分
）

※
基
本
講
座
と
応
用
講
座
が
あ
り
ま
す

※
電
話
に
て
事
前
予
約
を
行
い
、
１
対
１

で
受
講
。
ご
夫
婦
や
ご
家
族
の
同
席
可

■
と
こ
ろ　

大
任
郵
便
局

問
楽
天
シ
ニ
ア
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０・９
５
５・５
４
５

郵
便
局
で
参
加
す
る
ス
マ
ホ
教
室
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国民健康保険・後期高齢者医療制度に加入している方へ

マイナ保険証マイナ保険証をぜひをぜひご利用ご利用くださいください
～ ～ 令和６年 12 月２日令和６年 12 月２日から従来の保険証は発行されなくなります ～から従来の保険証は発行されなくなります ～

従来の保険証は、令和６年 12 月２日に廃止従来の保険証は、令和６年 12 月２日に廃止１

マイナ保険証を使う３つのメリットマイナ保険証を使う３つのメリット２

マイナンバーカードを健康保険証として利用登録する方法マイナンバーカードを健康保険証として利用登録する方法３

マイナ保険証を保有していない方には「資格確認書」を交付マイナ保険証を保有していない方には「資格確認書」を交付４

令和６年 12 月２日からどう変わるのか ?

　国から示されたマイナンバーカードと健康保険証の原則一本化の方針に基づき、従来の健康保険証は令和６
年 12 月２日に廃止され、新規発行が終了します。
　廃止の時点で発行済みの健康保険証は、改正法の経過措置により廃止日から最長１年間は引き続き使用する
ことが可能ですが、その１年よりも前に健康保険証の有効期限が到来する場合は、使用できるのはその有効期
限までです。

❶初診料が 20 円、再診料が 10 円節約できる
　紙の保険証よりも、皆さまの保険料で賄われている医療費を最大 20 円節約でき、
自己負担も低くなります。
❷より良い医療を受けることができる
　過去のお薬情報や健康診断の結果を見られるようになるため、身体の状態や
他の病気を推測して治療に役立てることができます。
　また、お薬の飲み合わせや分量を調整してもらうことができます。
❸手続きなしで高額医療の限度額を超える支払いを免除
　限度額適用認定証などがなくても、高額療養費制度における限度額支払いが
免除されます。

❶医療機関・薬局の受付（カードリーダー）で行う
❷お手持ちのパソコンやスマートフォンから「マイナポータル」にアクセスして行う
　（マイナンバーカードを読取可能な端末が必要です。役場１階の福祉課国保年金係・住民課
戸籍係でもお手伝いしています。）
❸セブン銀行 ATM から行う　

　マイナ保険証を保有していない方には、役場福祉課国保年金係から12 月上旬頃に資格確認書を順次お送り
する予定です。資格確認書を保有することで、引き続き保険診療を受けることができます。
※国の方針として令和６年 12 月２日以降、最大１年間、従来の保険証が使用可能な方には、その間は「資格確
認書」の交付は行われない予定です

問福祉課 国保年金係　☎63・3004

大任中１年　鈴
すず

木
き

 心
こ こ

虹 さん

「社会を明るくするあいさつ」
大任中２年　坂

さか

木
き

 唯
ゆい

 さん

「差別問題をなくすために」
大任中２年　丹

に

村
むら

 莉
り

桜
おん

 さん

「かけがえのない日常」
大任中１年　浦

うら

野
の

 光
こ う

優 さん

「男女差別について」

今任小６年　早
はや

戸
と

 楓
かえで

 さん

「自分の命を守るために」
大任小６年　佐

さ さ き

々木 紅
くれ

愛
あ

 さん

「AIと共に」
大任小６年　宮

みやもと

本 勇
ゆうかん

敢 さん

「STOP 地球温暖化」

「認知症かも」と感じることや、一人で悩んでいることはありませんか ?

認知症地域支援推進員がサポートします
▶認知症地域支援推進員ってどんな人 ?
　認知症の方の状態に応じて必要なサービスが適切に提供されるよう、医療機関や介護サー
ビス、地域の支援機関との連携支援や、認知症を発症した方・その家族・近隣の方を対象と
した相談業務などの役割を担います。

▶相談するにはどうしたらいいの ?
　相談は無料ですが、事前予約が必要です。（相談日：月曜日～金曜日〈祝日を除く〉10 時～ 16 時）
　相談を希望する方は、お気軽に下記までご連絡ください。

問大任町地域包括支援センター　☎41・8060（担当：井上・水田）

第 37 回  少年の主張大会
　夢や社会への意見、日常生活の中で感じたことなど、自分の気持ちを素直に表現する「少年の主張大会」。子ど
もたちは何を考え、どんなことを思っているのでしょうか。町内の小・中学生７名が、日ごろ抱いている想いや、
多くの人に聞いてもらいたいことなどを、飾り気のない自分の言葉で主張します。さあ、あなたも子どもたちの言
葉に耳を傾けてみませんか。

～伝えよう。わたしの想いを言葉にのせて～

■と　き　12 月７日土　　受付：９時 30 分　　開式：10 時

■ところ　レインボーホール

問教育課 社会教育係　☎ 63・3110
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　季節性インフルエンザの流行が懸念されるため、町内在住の子ども
（任意接種）及び高齢者（定期接種）を対象に、インフルエンザ予防
接種費用を全額助成しています。
※子どもの予防接種は定期の予防接種とは違い、予防接種法に基づかない任意の予防
接種です。予防接種に対する正しい理解の下で、お子さんの健康にお役立てください

●対象者
　接種日に大任町に住民登録がある以下の方

   ① 生後６か月～高校３年生相当年齢の方＊　② 65 歳以上の方
　③ 60 歳以上 65 歳未満で、心臓、じん臓、呼吸器機能障害もしくはヒト免疫不
　　 全ウイルスによる免疫機能障害により身体障害者手帳１級相当に該当する方

　＊「高校３年生相当年齢」とは、平成 18 年４月２日から平成 19 年４月１日生ま
　　　れの方を指します

●接種および助成対象期間
　令和６年 10月１日（火） ～ 令和７年３月 31日（月）

●助成内容
　予防接種費用を全額助成
　　※接種時 13 歳未満は２回接種分、13 歳以上は１回接種分

●医療機関へ持参するもの
　住所・氏名・年齢が確認できるもの（健康保険証・母子手帳等）
　※田川地区内の登録医療機関では、自己負担なく無料で接種できます。しかし、
　　未登録医療機関や田川地区外の医療機関で接種した場合、いったん窓口で接
　　種費用を自己負担していただくことになります。その際は、後日、住民課衛生
　　係で申請していただくことにより、自己負担した費用をお支払いします。
　　13 歳未満の２回接種対象の方は、２回接種後に申請をお願いします。
　　窓口負担の有無については、予約の際に医療機関にご確認ください。

●申請に必要なもの
　①医療機関が発行する領収書と予防接種済証 ②印かん ③通帳またはキャッ
　　シュカード

インフルエンザ予防接種助成 問住民課 衛生係  ☎ 63・3003

　重症化リスクの高い高齢者等に、新型コロナワクチン定期予防接種
費用を全額助成しています。
※役場から接種券の発送はしません。接種を希望する方は、直接医療機関で予
約してください

●対象者　
　接種日に大任町に住民登録があり、次の①または②のいずれかに該当する方
　① 65 歳以上の方
　② 60 歳以上 65 歳未満で、心臓、じん臓、呼吸器機能障害もしくはヒト　
　　免疫不全ウイルスによる免疫機能障害により身体障害者手帳１級相当　
　　に該当する方

●接種および助成対象期間
　令和６年 10月１日（火） ～ 令和７年３月 31日（月）

●助成内容
　予防接種費用を全額助成（１回まで）

●医療機関へ持参するもの
　住所・氏名・年齢が確認できるもの（健康保険証等）
　※田川地区内の登録医療機関では、自己負担なく無料で接種できます。しかし、
　　未登録医療機関や田川地区外の医療機関で接種した場合、いったん窓口で接
　　種費用を自己負担していただくことになります。その際は、後日、住民課衛生
　　係で申請していただくことにより、自己負担した費用をお支払いします。窓口
　　負担の有無については、予約の際に医療機関にご確認ください。

●申請に必要なもの
　①医療機関が発行する領収書と予防接種済証 ②印かん ③通帳またはキャッ
　シュカード

新型コロナワクチン定期予防接種助成

インフルエンザと高齢者の新型コロナワクチンインフルエンザと高齢者の新型コロナワクチン
予防接種費用を予防接種費用を全額助成全額助成していますしています

O
TO

 TO
W

N

大大 任任 町町
独自支援事業独自支援事業



の日が休室日です。

◉ 開 室 時 間　 ９ 時 ～ 17 時
※休室日を変更する場合があります。

◉ 貸 し 出 し　 合 計 /10 点
※ CD と DVD（ビデオ）は１点ずつ
※そのほか、多数入庫しています

※リクエストも受け付けています

一般書
●籠の中のふたり
●姥玉みっつ
●「サザエさん」の昭和図鑑
児童書
●100 にんのサンタクロース
●しりながおばけ
●すごい不思議な恐竜図鑑

CD
●私たちの青春フォーク
●LOST CORNER
●こどものうた クリスマススペシャル
ＤＶＤ
●君たちはどう生きるか
●銀座の恋の物語
●ドクター・ドリトル

薬丸 岳　著
西條 奈加　著
市川 裕一　発

谷口 智則　作
たなか ひかる　著

内山 大助　絵

米津 玄師

宮﨑 駿　監
蔵原 惟繕　監

スティーヴン・ギャガン　監

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

問 OTOレインボーホール
☎ 63・4832

12 月の休室日

【 社協だより 】問大任町社会福祉協議会　☎ 63・4828

日常生活自立支援事業について

謹んで故人のご冥福をお祈りいたしますとともに、
ご遺族の方のご芳志に深く感謝申し上げます。

【善意のご寄附ありがとうございました】
※順不同、敬称略

（令和６年９月１日～令和６年10月31日） 寄附者 故　人 行政区
松本　英明 松本　タミコ 向田

香典返し

福祉サービスを契約するときや、日常的な金銭管理に関する助言等を行います。
また、預貯金の出入れ、公共料金等の支払いの代行、重要書類等の保管を依頼することもできます。
※さまざまな契約や財産の管理方法はご自身で決めます。希望する方は、お気軽にご連絡ください。

１ 福祉サービス利用援助 ２ 財産管理サービス ３ 財産保全サービス

① 福祉サービスに関する情報提供や助言
② 福祉サービスの利用を始めたり、や
めたりするときの手続き
③ 苦情を申し出るための
お手伝い

① 税金・社会保険料・医療費・福祉サー
ビス利用料・公共料金・家賃などの支払い
② 日常生活に必要な預貯金の払戻し・
預入れ
③ 受領確認や口座引落し
の手続き

預貯金通帳・年金証書・保険証・不動
産権利証・契約書・実印などのお預かり

（貴金属・骨董品・株券・有価証券等は
不可）

※新年は１月７日火より開館します

「
人
権
週
間
～
男
女
共
同
参
画
～
」
を

テ
ー
マ
に
図
書
展
示
を
開
催

～
自
分
ら
し
く
輝
け
る
ま
ち
を
目
指
し
て
～

　

第
２
次
世
界
大
戦
と
い
う
悲
惨
な
戦
争
の
反
省
か

ら
、
昭
和
23
年
12
月
10
日
、
第
３
回
国
連
総
会
で
世

界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
２
年
後
の

第
５
回
国
連
総
会
で
は
、
12
月
10
日
を
「
人
権
デ
ー
」

と
し
て
、
世
界
中
で
記
念
行
事
を
行
う
こ
と
が
決
議

さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
、
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
翌
年

の
昭
和
24
年
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
を
「
人
権
週

間
」
に
制
定
し
、
以
降
、
全
国
で
人
権
の
大
切
さ
を

考
え
る
啓
発
活
動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
は
人
権
週
間

　

本
町
で
は
、
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
の
人
権
週
間
に
合
わ
せ
て
、
Ｏ
Ｔ
Ｏ
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル

図
書
室
で
人
権
や
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
本
の
展
示
（
貸
出
可
）
を
行
い
ま
す
。

　

す
べ
て
の
人
が
お
互
い
を
尊
重
し
合
い
、
職
場
、

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は

学
校
、家
庭
、地
域
な
ど
の
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、

性
別
に
か
か
わ
ら
ず
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、

喜
び
や
責
任
を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
る
社
会
の

こ
と
で
す
。

　
「
男
女
共
同
参
画
は
女
性
の
課
題
」
と
捉
え
ら
れ
が

ち
で
す
が
、
女
性
の
活
躍
推
進
や
就
業
促
進
が
進
む

一
方
、
男
性
の
長
時
間
労
働
が
今
な
お
主
体
と
な
っ

て
い
る
こ
と
で
「
仕
事
」
と
「
家
事
・
育
児
・
介
護
」

な
ど
の
負
担
が
男
女
で
偏
り
、
女
性
の
社
会
へ
の
参

画
や
、
男
性
の
家
事
・
育
児
へ
の
参
画
を
困
難
に
し

て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。
男
女
共
同
参
画
の
意
味

や
目
的
を
、
女
性
と
男
性
の
両
方
の
立
場
か
ら
も
認

識
し
、
仕
事
と
家
庭
の
役
割
分
担
な
ど
の
偏
り
を
見

直
し
、
解
消
し
て
い
く
こ
と
が
、
社
会
全
体
の
男
女

共
同
参
画
の
推
進
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　今回の企画展では、身近にある男女共同参画
に気付くことができるような本を中心に紹介し
ています。また、人権に関する本も展示してい
ますので、この機会にぜひ、お立ち寄りいただき、
本を手に取ってみてください。

●企画に関する内容について
問総務企画財政課 総務係　☎63・3000
●本の貸し出しなどに関する内容について
問OTOレインボーホール図書室　☎63・4832

■とき　　12月の図書室開室期間中
■ところ　OTOレインボーホール図書室

▲展示予定の本を一部ご紹介します

図書室に特設コーナーを設置
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■　防犯・交通の問い合わせ

田川警察署　☎４２・０１１０

●物件事故   12 件 （105 件）
●人身事故   ４ 件 （18 件）
●死亡者数   ０ 件 （０件）
●負傷者数   ９ 件 （28 件）

（　）内は令和６年の累計

交通事故発生状況（９月中）

交 通交 通田川警察署からのお知らせ

【SNS 上のうまい話に注意！】
　「友人・知人の紹介」「インターネット広告」「SNS で知り合った人」から『簡
単に稼げる話がある』『借金しても元が取れる』などと誘われていませんか？

《被害にあわないために・・・》
〇簡単にもうかる話はありません！
〇もうかる仕組みはわかっていますか？契約内容は理解できていますか？
〇知り合いに勧誘されても、不安であればきっぱり断りましょう
〇借金してまで契約しない
〇クレジットカードの高額決済や高額ローンの契約をせまられても「契約し
ない」ときっぱり断りましょう

 12月行事予定表 師走
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
ふれあい弁当
(配食見守りサービス)

１歳６か月児・
３歳児健診
(対象者個別通知)

【レインボーホール
13時〜 14時】

ふれあい弁当
(配食見守りサービス)

心配ごと相談
(人権・行政相談あり)

【視聴覚 10時〜12時】

第37回少年の
主張大会

【レインボーホール
受 付：９時 30 分 〜
開会：10時】
※詳細は12ページ

８ ９ 10 11 12 13 14
ふれあい弁当
(配食見守りサービス)

子育て相談
【集会室 ９時30分〜
16時30分】
※要予約

防犯もちつき
【役場 10時30分〜】

ふれあい弁当
(配食見守りサービス)

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

15 16 17 18 19 20 21
ふれあい弁当
(配食見守りサービス)

乳児健診
( ４・７・12 ヵ月児
対象者個別通知)

【レインボーホール
13時〜 14時】

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

ふれあい弁当
(配食見守りサービス)

心配ごと相談
【視聴覚 10時〜12時】

住民健診結果
説明会
(住民健診参加者のみ)

【多目的ホール 10時
〜 12時】

22 23 24 25 26 27 28
道の駅クリス
マスコンサート

【道の駅おおとう桜
街道 】
※詳細は６ページ

ふれあい弁当
(配食見守りサービス)

３校終業式

ふれあい弁当
(配食見守りサービス)

心配ごと相談
(女性民生委員が対応)

【視聴覚 10時〜12時】

役場仕事納め

29 30 場 所場 所
【集会室】
→役場住民集会室

【視聴覚】
→役場視聴覚室

【多目的】
→役場多目的ホール

【公民館】
→大任町公民館

12月２日月
国民健康保険税・後期高齢者医療保険料

第５期納期限

12月25日水
国民健康保険税・後期高齢者医療保険料

第６期納期限

クローズ・アップ

−道の駅おおとう桜街道 忍鮮魚−

お客さんとの信頼関係を大切に
忍鮮魚 代表 和田 忍さん

　「魚の目利きは魚屋の命運を握ります。天然の魚は魚体、
魚質、脂乗りなどが異なるため、例えば、同じ場所・時間
に水揚げされた同じ魚種の魚でもそれぞれ違うんです。だ
からこそ、仕入れの際には必ず市場に足を運び、自分の目
利きで選別し、自信を持ってお客さんに提供しています。」
と話してくれたのは、香春町に鮮魚店（以下「忍鮮魚」と
いう。）を構え、今年８月から道の駅おおとう桜街道にも
鮮度抜群の魚を出品している和田忍さんです。
　昔から料理が好きだった和田さんは、15歳から20歳ま
で料亭で包丁捌きや仕込みなどの修行を積んだ後、鮮魚
店に就職し、13年間にわたり魚の目利きや捌き方などを
学びました。そして、約３年前に念願であった忍鮮魚を香
春町でオープンさせ、現在では大任町を含む田川地区４箇
所で魚の販売を行っています。
　「お店を始めた当初から、美味しい魚を一人でも多くの
人に届け、食べてほしいという思いは今も変わりません。
そこで大切にしていることは、できる限りお客さんと顔を
合わせ、信頼関係を築くということです。」と語るように、
２人体制であるため時間は限られますが、日々すべての販
売場所に足を運び、お客さんとの会話を大切にされてい
ます。和田さんに、道の駅おおとう桜街道での販売状況を
尋ねると「もう少しで出品を始めて半年を迎えますが、正
直、認知度がまだ低いのかなと感じています。自分で目利
きした魚は、鮮度や味に自信がありますので、少しでも多
くの町民の方に食べていただけたら嬉しいです。」と思い
を話してくれました。
　最後に、今後の目標について聞くと「魚のことについて
もっと勉強して全体的なレベルアップを図り、お客さんと
のご縁を大切にしながら、美味しいという声を励みに、忍
鮮魚を多くの方に知っていただけるように２人で頑張って
いきたいですね。」と笑顔を見せながら語ってくれました。

▼美味しい魚を一人でも多くの人に届けたいです

　10月20日、５年ぶりに弁当持参の体育会を澄み切っ
た秋晴れの空のもと、実施することができました。
　今年の体育会は「みんなで協力して、最高でHAPPY
な体育会にしよう」をスローガンにしました。
　当日は、たくさんの来賓の皆さま、保護者や地域の方々
の声援をバックにして、子どもたちは入場行進から閉会
行事まで、全ての種目に一生懸命に取り組むことができ
ました。子どもたちの気合いに満ちた真剣な顔と満面の
笑顔がとても素敵でした。
　保護者の方から「どの学年の子どもたちも、のびのび
と笑顔で楽しそうにしていて、普段の学校生活が伝わっ
てくるようで良い体育会だったと思います。」など、た
くさんの感想をいただくことができました。
　子どもたちは体育会を通して、充実感や達成感を味わ
うとともに、友達と協力して取り組むことの大切さを感
じ取ることができたと思います。

全力で頑張った体育会

教 育 信通 大 校学任 小

問教育課 学校教育係  ☎63・3110

▲小学生最後の運動会を迎えた６年生たちの集合写真

１月に誕生日を迎える３歳までのお子さんの写真を募集し
ます。次回の締め切りは12月13日金です。
問総務企画財政課 広報係　☎63・3000

ちゃん ２歳
令和４年12月15日生まれ

つばき団地・女の子
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おおとうおおとう
　　　　　　議会議会だよりだより

専決処分１件、条例改正５件、財産１件、広域連
合１件、組合３件、補正予算５件、認定１件、同
意１件、請願１件、合計19件が提案され、原案
のとおり承認、可決、認定、同意、採択されました。

第４回定例会
 　会期 令和６年９月 24 日～９月 27 日
　　・本会議　　　　　　  ９月 24 日
　・地域振興常任委員会　９月 25 日
　・総務常任委員会　　　９月 26 日
　・本会議　　　　　　　９月 27 日

令和 6 年

 ９月定例会

　議会だよりの表紙では、大任町の文化財を毎
号紹介しています。
　今回は、香春藩が上今任村に置いた鉄砲方役
所の跡地です。
　慶応２年（1866年）第二次征長の役で長州藩
に敗れた小倉藩は長州藩との和

わ

睦
ぼく

が成立し、企
救郡を長州藩に割

かつじょう

譲したため、香春に臨時の藩
庁を置きました。慶応３年（1867年）から明治
３年（1870年）までの間、この３年余りが通称
香春藩と呼ばれています。その際、上今任村に
鉄砲方役所を置き、鉄砲の鋳造場を設けました。

「明治三年当村米丸上段にて鋳立場あり、鉄砲方
役所あり」（渡辺源三郎日記）との記述も残され
ており、鉄砲の鋳造や中津原での試射の記録も
あります。
　この鉄砲方役所跡は歴史上の施設であり、当
時の庶民の厳しい歴史があったことを思い起こ
す施設跡にもなっています。

▲香春藩鉄砲方役所・鋳
い

立
たて

場
ば

跡（上今任）

◀
香
春
藩
鉄
砲
方

役
所
・
鋳い

立た
て

場ば

跡

に
続
く
道

（令和６年 10 月末現在）
65 歳未満 65 歳以上 計

男 1,557 人 （－６）   758 人 （±０） 2,315 人  （－６）

女 1,575 人 （－６） 1,134 人 （±０） 2,709 人  （－６）

計 3,132 人（－ 12） 1,892 人 （±０） 5,024 人 （－ 12）

人の動き

※数字は住民基本台帳から。(　) 内は前月比

世帯数 2,633 世帯（－７） 

　本町では新成人の二十歳の門出を祝って、下記のとおり二十歳のつどい
を開催します。
■とき　　令和７年１月12日日　受付：13 時 30 分　開式：14 時（予定）
■ところ　レインボーホール
■対象者　平成 16 年４月２日～平成 17 年４月１日生まれの人
※町内在住の方には、12 月上旬までに案内状を送付します。また、他市町
村に転出している方でも出席できますので、下記までご連絡ください
問教育課 社会教育係　☎ 63・3110

誓いを新たに！ 羽ばたけ若人たち
令和６年度 大任町二十歳のつどい

１/12
日

開催
　福岡刑務所では、社会を明るくする運動の
一環として、再犯防止に向けた矯正施設の取
り組みを広く紹介し、矯正行政について理解
いただくことを目的に、下記のとおり矯正展
を開催します。
■とき　12 月７日土　９時 30 分～ 16 時まで
　　　　　12月８日日　９時30分～ 15時まで
■ところ　福岡刑務所（宇美町)
■内容　ステージイベント、刑務所内見学など
問福岡刑務所作業部門　☎092・932・3130

第 31 回福岡矯正展

　今年は、ふくおか県芸術文化祭が大任町で
開催されます。筑豊地区の吟士たちの吟声を、
ぜひ、会場でお聴きください。
■とき　12 月８日日　12 時 30 分開演
■ところ　レインボーホール
※大任町からは「おどり愛好会」「吟詠道 英峰
会」が出演します
問教育課 社会教育係　☎63・3110

第 32 回ふくおか県芸術文化祭

◆
今
月
の
表
紙

▼
今
月
の
表
紙
は
、
毎
年
恒
例
と
な
っ

た
大
任
町
の
冬
の
風
物
詩
、
道
の
駅
お

お
と
う
桜
街
道
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

の
様
子
で
す
。
今
年
も
約
65
万
球
を
使

用
し
、
光
の
幻
想
的
な
世
界
を
表
現
し

て
い
ま
す
。

★
Ｇ
Ｔ
Ｏ
編
集
室

▼
早
い
こ
と
に
、
１
年
が
終
わ
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
今
年
を
一
言
で
振
り
返
る
と

「
激
動
の
年
」
で
し
た
。

　

前
半
は
２
度
目
の
婚
期
を
逃
し
、
落

ち
込
む
日
も
多
か
っ
た
で
す
が
、
初
め

て
行
っ
た
横
浜
中
華
街
の
手
相
占
い
で
、

濃
い
結
婚
線
が
最
後
一
本
残
っ
て
い
る
こ

と
に
励
ま
さ
れ
、
立
ち
直
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
後
半
は
、
前
半
の
出
来
事

が
嘘
だ
っ
た
か
の
よ
う
に
、
幸
せ
な
日
々

が
多
か
っ
た
で
す
。こ
の
１
年
を
通
じ
て
、

改
め
て
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
や
、

居
場
所
が
あ
る
こ
と
の
あ
り
が
た
み
を

感
じ
ま
し
た
。
来
年
も
こ
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
、
一
つ
ひ
と
つ
の
出
来
事
に
感
謝

し
な
が
ら
、
良
き
１
年
を
過
ご
せ
た
ら

と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
も
１
年

「
広
報
お
お
と
う
」
を
読
ん
で
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
勇
輝
）
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▲松下 太 議長

９月定例会本会議出席状況
松
下 　

太

佐
々
木 

正
憲

安
方 

清
博

田
中 

良
幸

坂
本 

年
行

次
谷 

隆
澄

永
原　

学

末
廣 

聖
法

奥
永 
明
正

佐
々
木
惠
治

宮
地　

篤

　９月 24 日　午前 10時　本会議（初日） 出 出 出 出 出 出 出 出 出 出 出

　９月 27 日　午前 10時　本会議（最終日） 出 出 出 出 出 出 出 出 出 出 出

専決処分 専決処分とは、議会を招集する時間的余裕がない場合などに行う
ものです

「専決処分の承認を求めることについて（専決第４号　令和６年度　大任町一般
会計補正予算）」
定額減税調整給付金を支給する経費を計上したものです。

【補正予算の主な内容】

物産館等整備事業費

【補正額】 12 億 9,667 万４千円 増額
【総額】   105 億 6,155 万５千円

温泉井戸ポンプの機器改修費

令和６年度一般会計補正予算

地方債の繰上償還
田川地区消防署
大任分署整備事業費

令和６年度特別会計補正予算

・国民健康保険事業
　【補正額】2,449万円 増額　　　　【総額】７億2,106万４千円
・後期高齢者医療
　【補正額】74万３千円 増額　 　　【総額】8,997万７千円
・し尿処理・じん芥処理・埋立処分施設建設事業
　【補正額】５億402万８千円 増額　【総額】132億1,549万円

令和６年度公営企業会計補正予算

・水道事業
  収益的収入　【補正額】281万２千円 増額　 【総額】１億5,443万円
  収益的支出　【補正額】  95万円 増額　　　 【総額】１億6,294万６千円

「田川広域観光協会第１回理事会」（６月 27 日開会）
・令和５年度の事業報告並びに収支決算書・貸借対照表・財産目録の承認に関する件
のほか、３議案について審議。（原案のとおり承認）

「主要地方道八女香春線国道昇格促進期成会通常総会」（７月 24 日開会）
・令和５年度事業報告、令和５年度歳入・歳出決算及び監査報告のほか、４議案につ
いて審議。（原案のとおり承認）

議長報告

「大任町温浴・物産等施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
について」
子ども広場の整備により、遊園施設利用料等の料金表を改めるものです。

「大任町廃棄物の処理及び再利用の促進に関する条例の一部を改正する条例
について」
資源ごみ（その他プラスチック）の分別収集拡大に伴い、新たにごみ袋を指定するため手数料等を
改めるものです。

主な議案

「財産の取得について」
大任町消防団第３分団の小型動力ポンプ付積載車１台を購入し、財産を取得するため議会の議決を
求めるものです。

「田川郡東部環境衛生施設組合を組織する地方公共団体の数の減少及び共同
処理する事務の変更並びに規約の変更について」

「田川郡東部環境衛生施設組合からの田川郡川崎町、田川市、同郡糸田町及
び同郡福智町の脱退に伴う財産処分について」

「田川地区広域環境衛生施設組合の共同処理する事務の変更及び規約の変更
について」
令和７年４月１日からの新ごみ処理施設及び最終処分場の稼働に向けて、田川郡東部環境衛生施設
組合及び田川地区広域環境衛生施設組合の規約等の変更をする必要があるため、関係市町村と協議
することにつき議会の議決を求めるものです。
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９月 25 日　地域振興常任委員会（13 議案）審議結果
※審議結果については○（賛成）×（反対）で右表に表記しております。

永
原 

学

末
廣 

聖
法

奥
永 

明
正

佐
々
木 

惠
治

宮
地 

篤

　大任町ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例について ー ○ ○ ○ ○

　大任町国民健康保険条例の一部を改正する条例について ー ○ ○ ○ ○

　大任町温浴・物産等施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例　
　について

ー ○ ○ ○ ○

　大任町廃棄物の処理及び再利用の促進に関する条例の一部を改正する条例に　
　ついて

ー ○ ○ ○ ○

　大任町水道事業給水条例及び大任町水道事業布設工事監督者の配置及び資格基
　準並びに水道技術管理者の資格基準に関する条例の一部を改正する条例について

ー ○ ○ ○ ○

　福岡県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更に関する協議について ー ○ ○ ○ ○

地域振興常任委員会　（委員長：永原 学）

第４回定例会に向けての協議（９月 17 日開会　田中 良幸 委員長）
会期：９月 24 日から９月 27 日までの４日間で決定
16 議案を各常任委員会へ付託（総務３議案、地域振興 13 議案）
陳情書の提出１件（各議員へ配布）、請願書の提出１件、一般質問１名

議会運営委員会報告

▲田中 良幸 委員長

田川郡東部環境衛生施設組合議会　令和６年第２回臨時会（６月 27 日開会　安方 清博 議員）
　はじめに、永原組合長よりごみ処理施設及び埋立処分施設の事業進捗状況について、
施設完成に向け工事が順調に進んでいるとの報告を受けました。また、将来ごみ処理
施設の建て替え地に計画中のスポーツ施設についても、今後、随時工事発注を行う予
定であるとの報告を受けました。
　一般廃棄物処理施設建設の事業概要案内パンフレットの市町村分担金につきまして
は、５月 31 日の令和５年度出納閉鎖後も田川市から支払われず、歳入欠陥が生じて
います。
　このような事態を受け、組合長及び副組合長で協議を行った結果、田川市に対し、
訴えを提起する議案が提出され、日程に追加することが決定いたしました。
　次に、当組合議会・調査特別委員会の松下委員長より中間報告があり、特別委員会への出頭請求に応じな
かった村上市長及び３名の田川市議会議員について告発を行い、福岡地方検察庁の判断を待っていましたが、
田川郡東部環境衛生施設組合議会委員会条例の公布に際し、掲示が十分な形で行われていないことを主たる
理由に、当該４名については、いずれも不起訴処分がなされたとのことであります。
　この判断を受け、田川郡東部環境衛生施設組合公告式条例の一部改正案が上程されることになり、議決後
改めて田川郡東部環境衛生施設組合議会委員会条例の掲示を行っていただき、速やかに当該４名に対し、再
度、関係人として出頭請求をし、引き続き調査をとり行う旨の決定がなされたとの報告を受けました。
・田川郡東部環境衛生施設組合公告式条例の一部を改正する条例について（原案のとおり可決）
・令和６年度田川郡東部環境衛生施設組合一般会計補正予算（第１号）を定めることについて（原案のとお
り可決 )
・令和４年７月 11 日付けで田川郡東部環境衛生施設組合及び同組合議会が田川市議会議員３名に発出した
文書に対する当該議員らの主張の真意等の究明に関する調査特別委員会の調査経費に関する決議について

（原案のとおり可決 )
・訴えの提起について（原案のとおり可決 )
・令和６年度田川郡東部環境衛生施設組合一般会計補正予算（第２号）を定めることについて（原案のとお
り可決 )

一部事務組合・広域連合報告

▲安方 清博 議員

田川地区斎場組合議会　令和６年第２回定例会（８月 26 日開会　末廣 聖法 議員）
・令和６年１月から令和６年５月までの経過月分の出納検査報告。
・令和５年度田川地区斎場組合歳入歳出決算の認定について（原案のとおり認定）
・令和６年度田川地区斎場組合一般会計補正予算（第１号）（原案のとおり可決）

▲末廣 聖法 議員

福岡県介護保険広域連合田川・桂川支部　令和６年第２回運営委員会（７月 11日開会　佐々木 正憲 
議員）
・８月１日開会の福岡県介護保険広域連合議会第２回定例会に関する議案等の内容説明。

▲佐々木 正憲 議員

福岡県介護保険広域連合議会　令和６年第２回定例会（８月１日開会　佐々木 
正憲 議員）
・福岡県介護保険広域連合介護保険条例の一部を改正する条例の制定について（原案
のとおり可決）
・令和５年度福岡県介護保険広域連合一般会計歳入歳出決算について（原案のとおり
認定）
・令和５年度福岡県介護保険広域連合介護保険事業特別会計歳入歳出決算について（原
案のとおり認定）
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　田川郡東部環境衛生施設組合を組織する地方公共団体の数の減少及び共同処
　理する事務の変更並びに規約の変更について

ー ○ ○ ○ ○

　田川郡東部環境衛生施設組合からの田川郡川崎町、田川市、同郡糸田町及び
　同郡福智町の脱退に伴う財産処分について

ー ○ ○ ○ ○

　田川地区広域環境衛生施設組合の共同処理する事務の変更及び規約の変更に
　ついて

ー ○ ○ ○ ○

　令和６年度　大任町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） ー ○ ○ ○ ○

　令和６年度　大任町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） ー ○ ○ ○ ○

　令和６年度　大任町し尿処理・じん芥処理・埋立処分施設建設事業特別会計
　補正予算（第２号）

ー ○ ○ ○ ○

　令和６年度　大任町水道事業会計補正予算（第２号） ー ○ ○ ○ ○

〇
田
川
地
区
広
域
環
境
衛
生
施
設
組
合
の
規

約
の
変
更
等
に
つ
い
て

問 

松
下 

　

新
ご
み
処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、
令
和
７

年
４
月
か
ら
の
供
用
開
始
に
向
け
て
事
務
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
本
町
に
お
い
て
も
こ
の
９

月
議
会
で
組
合
規
約
の
変
更
等
、
関
係
議
案

の
審
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
田
川
市
で
は
、
審
議
が

進
ん
で
い
な
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
で
共
同
処
理
す
る
事
務
な
ど
が
ス

ム
ー
ズ
に
行
え
る
の
か
、
懸
念
し
て
い
ま
す
。

答 

町
長 

　

田
川
地
区
広
域
環
境
衛
生
施
設
組
合
の
規

約
の
変
更
等
に
係
る
関
係
議
案
に
つ
い
て
は
、 ▲松下 太 議長

　

９
月
25
日
、
地
域
振
興
常
任
委
員
会
に

お
い
て
の
質
問
で
す
。

質問地域振興常任委員会
９月 26 日　総務常任委員会（３議案）審議結果
※審議結果については○（賛成）×（反対）で右表に表記しております。

佐
々
木 

正
憲

安
方 

清
博

田
中 

良
幸

坂
本 

年
行

次
谷 

隆
澄

　専決処分の承認を求めることについて（専決第４号　令和６年度　大任町一般
　会計補正予算）

ー ○ ○ ○ ○

　財産の取得について ー ○ ○ ○ ○

　令和６年度　大任町一般会計補正予算（第３号） ー ○ ○ ○ ○

総務常任委員会　（委員長：佐々木 正憲）

事
前
に
担
当
課
長
会
議
を
行
い
、
そ
の
後
、

市
町
村
長
会
議
の
中
で
、
今
回
の
９
月
議
会

に
上
程
し
可
決
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
伝
え

て
い
ま
す
。

　

８
市
町
村
の
う
ち
一
つ
で
も
議
会
の
可
決

を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
田
川
市
郡

12
万
人
が
、
新
ご
み
処
理
施
設
に
ご
み
を
捨

て
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
を
よ
く

理
解
し
て
、
執
行
部
が
そ
れ
ぞ
れ
の
議
会
で

説
明
し
、
可
決
を
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

　

大
任
町
と
田
川
市
を
除
く
６
町
村
で
は
、

す
で
に
可
決
さ
れ
て
お
り
、
本
町
で
も
今
回

の
９
月
議
会
に
お
い
て
可
決
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
残
す
と
こ
ろ
田
川
市
だ
け
と
な
り
ま

す
。
現
在
、
田
川
市
は
関
係
議
案
を
議
会
へ

上
程
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
令
和
７
年
４
月
１
日

の
供
用
開
始
に
向
け
て
、
早
急
に
事
務
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
は
ず
で
す
の
で
、
近
い
う
ち
に
上
程
さ
れ

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

答 

住
民
課
第
２
課
長

　

地
方
自
治
法
の
規
定
上
は
、
事
前
協
議
が

整
っ
て
か
ら
議
会
へ
提
案
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
上
程
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
考

え
ら
れ
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

関
係
議
案
に
つ
い
て
は
、
８
市
町
村
す
べ

て
に
お
い
て
議
決
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
想
定
し
て
事
務
を
進
め
て
い
ま
す
。

〇
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て

問 

松
下 

　

敬
老
会
や
二
十
歳
の
つ
ど
い
な
ど
町
の
行
事
に
お
い

て
、
以
前
は
式
次
第
な
ど
で
そ
の
対
象
者
が
分
か
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
、
個
人
情
報
保
護
の
た
め

制
限
が
あ
っ
た
り
し
て
、
誰
が
対
象
者
な
の
か
が
わ
か
り

ま
せ
ん
。
個
人
情
報
だ
か
ら
と
、
ひ
と
く
く
り
で
は
な
く
、

情
報
を
提
供
で
き
る
よ
う
な
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答 

総
務
企
画
財
政
課
長 

　

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」
と
い

う
。）
第
２
条
に
お
い
て
個
人
情
報
と
は
、
生
存
す
る
個
人

に
関
す
る
情
報
で
、
氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
等
に
よ
り
、

特
定
の
個
人
を
識
別
で
き
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
広
く

は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
、
指
紋
、
免
許
証
番
号
等
ま
で
含
ま
れ

る
も
の
で
、
慎
重
な
判
断
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
の
取
得
し
た
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
法
第
69
条
に

お
い
て
、
本
人
の
同
意
が
あ
る
と
き
や
災
害
時
な
ど
例
外

を
除
き
、
利
用
目
的
以
外
の
目
的
の
た
め
に
利
用
し
た
り

第
三
者
に
提
供
し
て
は
な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

案
内
状
に
本
人
の
同
意
欄
を
設
け
る
こ
と
で
、
提
供
で

き
る
場
合
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

答 

町
長 

　

法
律
等
を
再
度
確
認
し
、
方
法
に
つ
い
て
は
今
後
検
討

し
ま
す
。

　

９
月
26
日
、総
務
常
任
委
員
会
に
お
い
て
の
質
問
で
す
。

質問総務常任委員会

27 2024.12月号 262024.12月号



　

９
月
27
日
、本
会
議
で
の
一
般
質
問
で
す
。

●
水
道
料
金
の
未
納
状
況
に
つ
い
て

問 

宮
地

　

①
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
分
で
、
未

納
件
数
と
料
金
、
総
額
は
い
く
ら
で
す
か
。

答 

水
道
課
長

　

令
和
３
年
度
未
納
件
数
は
３
２
３
件
で
、
未

納
料
金
は
７
２
７
万
４
，
４
０
０
円
。
令
和

４
年
度
未
納
件
数
は
２
２
１
件
で
、
未
納
料

金
は
３
０
０
万
２
，
６
８
０
円
。
令
和
５
年

度
未
納
件
数
は
２
１
７
件
で
、
未
納
料
金
は

２
１
３
万
９
，
６
４
０
円
で
す
。
令
和
６
年
度

に
つ
い
て
は
、
年
度
途
中
の
た
め
未
定
で
す
。

問 

宮
地

　

②
未
納
が
あ
っ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
対
処

し
て
い
ま
す
か
。

答 

水
道
課
長

　

納
期
限
か
ら
20
日
後
以
降
に
、
督
促
状
で
支

払
い
を
催
促
し
ま
す
。
督
促
か
ら
１
カ
月
後
に

未
納
の
場
合
は
、
催
告
書
で
再
度
支
払
い
を
催

促
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
催
告
書
発
送
か
ら
１
カ

月
後
に
未
納
が
続
い
て
い
た
場
合
は
、
給
水
停

止
予
告
を
送
付
し
、
そ
の
10
日
後
に
給
水
を
停

止
す
る
処
分
を
行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
滞
納

額
を
一
度
に
支
払
う
こ
と
が
困
難
な
方
に
は
、

分
割
納
付
の
申
し
出
を
し
て
い
た
だ
き
、
滞
納

額
を
減
ら
す
よ
う
折
衝
し
て
い
ま
す
。

問 

宮
地

　

③
未
納
が
あ
っ
た
場
合
、
い
つ
か
ら
の
分
を

支
払
え
ば
給
水
停
止
を
解
除
す
る
の
で
す
か
。

答 

水
道
課
長

　

給
水
停
止
処
分
を
解
除
す
る
た
め
に
は
、
未

納
料
金
は
全
額
支
払
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
前

提
で
す
。

　

し
か
し
、
一
度
に
全
額
支
払
う
こ
と
が
困
難

な
場
合
は
、
先
ほ
ど
説
明
し
た
と
お
り
分
割
納

付
の
申
し
出
に
よ
り
、
未
納
を
解
決
し
て
い
ま

す
。
な
お
、
分
割
納
付
の
不
履
行
が
発
生
し
た

場
合
は
、
再
度
、
給
水
停
止
処
分
を
行
っ
て
い

ま
す
。

●
昨
年
６
月
の
一
般
質
問
で
提
案
し
た
供
給
プ

ラ
ン
に
つ
い
て

問 

宮
地

　

①
昨
年
６
月
の
一
般
質
問
で
提
案
し
た
供
給

プ
ラ
ン
に
つ
い
て
、
検
討
し
ま
し
た
か
。

▲宮地 篤 議員

一
般
質
問

答 

水
道
課
長

　

水
道
料
金
プ
ラ
ン
の
改
定
に
つ
い
て
の
検
討

は
、
昨
年
６
月
議
会
定
例
会
の
一
般
質
問
と
重

複
し
ま
す
の
で
、
そ
の
際
に
お
答
え
し
た
こ
と

が
回
答
に
な
り
ま
す
。

問 

宮
地

　

②
改
め
て
、
料
金
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
の
試
案

を
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

答 

水
道
課
長

　

料
金
プ
ラ
ン
の
試
案
に
つ
い
て
も
、
昨
年
６

月
議
会
定
例
会
の
一
般
質
問
と
重
複
し
ま
す
の

で
、
そ
の
際
に
お
答
え
し
た
こ
と
が
回
答
に
な

り
ま
す
。

答 

松
下

　

一
般
質
問
と
は
、
町
の
政
策
な
ど
に
つ
い
て

執
行
部
と
議
論
を
行
う
場
で
す
。
聞
く
だ
け
や

要
求
す
る
だ
け
が
一
般
質
問
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▲町村議会常任・議会運営委員長・副委員長研修会の様子▲福岡県介護保険広域連合支部運営委員研修会の様子

○７月 30 日、行橋京都自治会館で開催された京都郡内議会議員研修会に参加しました。
　参加議員（坂本 年行議員、宮地 篤議員、安方 清博議員、佐々木 正憲議員、永原 学議員、奥永 明正議員）

○８月 19 日、福岡国際会議場で開催された町村議会常任・議会運営委員長・副委員長研修会に参加しました。
　参加議員（佐々木 正憲議員、佐々木 惠治議員、安方 清博議員、末廣 聖法議員）

○９月 30 日、福岡県自治会館で開催された福岡県介護保険広域連合支部運営委員研修会に参加しました。
　参加議員（松下 太議長、佐々木 正憲議員）

研修会参加報告

▲京都郡内議会議員研修会には６名の町議会議員が出席

▲松下 太 議長

　11 月８日、三重県明和町議会から「道の駅おおとう桜街道」の視察のため、議員 14 名、職員２名が大任
町を訪れました。プロジェクターを用いた概要説明と質疑応答の後「道の駅おおとう桜街道」の現地視察を
行いました。大任町議会からは、松下議長と坂本副議長が出席しました。

視察研修受け入れ

▲町議会を代表して歓迎の挨拶を述べる松下議長 ▲「道の駅おおとう桜街道」を視察する様子

29 2024.12月号 282024.12月号



　議会では、皆様方の生活に直結する予算などが審議されております。なお、次回の定例会は
令和６年１２月の予定です。
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９月定例会審議結果表
区分 議　案　一　覧 結果

専
決
処
分

　専決処分の承認を求めることについて（専決第 4 号　令和 6 年度　大任町一般　
　会計補正予算）

承認

条
例

　大任町ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例について 可決

　大任町国民健康保険条例の一部を改正する条例について 可決

　大任町温浴・物産等施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について 可決

　大任町廃棄物の処理及び再利用の促進に関する条例の一部を改正する条例について 可決

　大任町水道事業給水条例及び大任町水道事業布設工事監督者の配置及び資格基準
　並びに水道技術管理者の資格基準に関する条例の一部を改正する条例について

可決

財
産 　財産の取得について 可決

広
域
連
合

　福岡県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更に関する協議について 可決

組
合

　田川郡東部環境衛生施設組合を組織する地方公共団体の数の減少及び共同処理する
　事務の変更並びに規約の変更について

可決

　田川郡東部環境衛生施設組合からの田川郡川崎町、田川市、同郡糸田町及び同郡
　福智町の脱退に伴う財産処分について

可決

　田川地区広域環境衛生施設組合の共同処理する事務の変更及び規約の変更について 可決

認
定 　令和５年度　大任町各会計歳入歳出決算の認定について 認定

予
算

令和６年度
補正予算

　　一般会計 可決

特別会計  国民健康保険事業 可決

特別会計  後期高齢者医療 可決

特別会計  し尿処理・じん芥処理・埋立処分施設建設事業 可決

公営企業会計  水道事業 可決

同
意 　大任町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて 同意

請
願

　国に対して、石綿建材製造企業による補償の措置と「特定石綿被害建設業務労働
　者等に対する給付金等の支給に関する法律」による救済対象の拡大、並びに石綿
　建材の除去費用等の助成制度確立を求める意見書採択の請願について

採択

　10 月２日、大任中学校３年生による「大任町への提言」が行われ、永原町長や桑野教育長、町議会議員、
町職員など多数が会場となった大任中学校を訪問しました。生徒たちは授業の一環として、大任町の現状を
分析した上で更なる町の発展につながる企画などを考案し、４つのグループに分かれて発表。主な発表内容
としては「義務教育学校設立後の廃校の活用」「空き家宿泊施設の整備」「花公園ライトアップ計画」「室内
アスレチック場の整備」など、観光分野に関する企画の提案が多くありました。
　中学生の発表を受けて、松下議長は「自分が生まれ育った町について考えることは、すごく大切なことだ
と思います。今後も、一緒になって町のさらなる発展につながる企画などを考え、よりよい大任町にしてい
けたら嬉しいです。」と生徒たちに向けてメッセージを送りました。

大任中学校３年生による「大任町への提言」

▲グループで協力して作成した説明資料をスクリーンに映し、発表を行う３年生たちの様子
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令和６年

※開催予定日等が変更になる場合が
ございます。詳細はHPをご覧ください

令和６年度子育てイベント

令和６年    12月22日日
令和７年　　１月26日日
令和７年     ３月23日日
予約締切：当日の３日前の16時まで
場所：大任町地域子育て
　　　支援センターすまいる

開催予定日


